





















1990年（平成 2 ） 4 月　　　東洋大学文学部教養課程自然分野助教授
1997年（平成 9 ） 4 月　　　東洋大学文学部教養課程自然分野教授
2000年（平成12） 4 月　　　東洋大学経済学部経済学科教授
2021年（令和 3 ） 3 月　　　東洋大学退職
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東洋大学自然科学研究室編
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Prof. Hirokazu TEZUKA




１ ．P-D Backward Elastic Scattering
　　　東京工業大学修士論文（1975）
2 ．Backward Elastic p-d Scattering and Nucleon Excitation
　　　Prog.Theor.Phys., Vol.55 （1976） No.3, p.744-750
　　　　M.Yamazakiと共著
3 ．New Scaling Phenomena in Nuclear Structure Functions
　　　Phys.Rev.Lett., Vol.52 （1984） No.26, p.2344-2347
　　　　S.Date, K.Saito, H.Sumiyoshiと共著
4 ．Scattering by Bound Nucleons
　　　INS-Rep.-512 （1984）
5 ．Th eoretical Analyses on the Photodisintegration of Two-Nucleon Systems in Light 
Nuclei in the Δ Region
　　　　J.Phys.Soc.Jpn., Vol.55 （1986） No.3, p.780-793
　　　　　S.Hommaと共著
6 ．Measurement of the Cross Section for γd→π0d at 140°≦θ≦156°
　　　Phys.Lett.B, Vol.187 （1987） No.3,4, p.249-252
　　　　 M.Asai, K.Baba, T.Emura, A.Imanishi, S.Kasai, Y.Kim, T.Miyachi, Y.Morita, 
M.Nishimura, Y.Sumi, K.Takahashi, Y.Wadaと共著
7 ．Analysis of Coherent Pion Photoproduction on the Deuteron at Large Angles
　　　Phys.Rev.C, Vol.36 （1987） No.2, p.844-847
　　　　T.Miyachi, Y.Moritaと共著
8 ．Analysis of Photodisintegration of Two-Nucleon Systems in Nuclei
　　　J.Phys.Soc.Jpn., Vol.57 （1988） No.11, p.3766-3772
核物質関連
１ ．New Phase in Nuclear Matter
　　　筑波大学博士論文（1979）
2 ．Stable Phase of Nuclear Matter
　　　Phys.Rev.C, Vol.22 （1980） No.4, p.1778-1786
　　　　T.Kohmura と共著
3 ．Instability in Relativistic Nuclear Matter 
　　　Phys.Rev.C, Vol.22 （1980） No.6, p.2585-2590
4 ．Relativistic Condition of Pion Condensation
　　　Lett.Nuovo Cimento, Vol.28 （1980） No.14, p.487-491
5 ．σ Model in the Many-Body Problem
　　　Phys.Rev.C, Vol.24 （1981） No.1, p.288-292
149
6 ．Equidistant Structure and Effective Nucleon Mass in Nuclear Matter
　　　INS-Rep.-436 （1981）
7 ．Sigma Condensed Nuclear Matter in the Extended Linear Sigma Model
　　　Prog.Theor.Phys., Vol.118 （2007） No.1 p.67-81
8 ．Pion Pair Condensed Nuclear Matter in the Extended Linear Sigma Model
　　　Prog.Theor.Phys., Vol.120 （2008） No.4 p.751-765
9 ．Pion Pair Condensed Nuclear Matter without a σ Meson
　　　Phys.Rev.C, Vol.80 （2009） No.1 p.014301 （１-5）
核力関連




１ ．Mean Field Approximation to QCD--Ⅰ. Self-cnsistent Equation of Motion
　　　INS-Rep.-643 （1987）
2 ．Mean Field Approximation to QCD--Ⅱ. Quark Confinement Potentials
　　　INS-Rep.-652 （1987）
ポテンシャル問題の解析解
１ ．Analytical Solution of the Schrödinger Equation with Linear Confinement Potential
　　　J.Phys.A, Vol.24 （1991） No.11, p.5267-5272
2 ．Confinement and Infinite Potential
　　　Z.Phys.C, Vol.62 （1994） p.533-537
　　　　Y.Shibata と共著
3 ．Confinement by Polynomial Potentials
　　　Z.Phys.C, Vol.65 （1995） p.101-104
4 ．Positive Energy Bound State Solutions in Relativistic Coulomb Potential
　　　Japan J. Indust. App. Math, Vol.14 （1997） No.1 p.39-50
5 ．Deconfinement by an Infinite Potential
　　　RIKEN Accel. Prog. Rep. Vol.33 （2000） p.44
6 ．Analytical Solution of the Dirac Equation with a Scalar Linear Potential
　　　AIP Advances, Vol.3 （2013） No.8 p. 082135 （１-17）
7 ．Bound State Solutions of Dirac Equation with Repulsive Scalar Linear Potential 
　　　AIP Advances, Vol.5 （2015） No.8 p. 087113 （１-6）
荷電対称性の破れ
１ ．Charge Symmetry Breaking in Nuclear Matter
150
　　　Phys.Lett.B, Vol.367 （1996） p.5-10
　　　　M.Kimura, A.Suzukiと共著
2 ．ρ-ω Oscillation and Charge Symmetry Breaking
　　　Phys. Rev. C, Vol.56 （1997） No.5 p.2382-2386
　　　　S.Ogushi, M.Terasawaと共著
3 ．Medium Effect on Charge Symmetry Breaking
　　　Phys. Rev. C, Vol.56 （1997） No.6 p.3070-3078
　　　　M.Kimura, A.Suzuki, K.Suzukiと共著
4 ．ρ-ω Mixing in the Oscillation Model








　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第35号 （1991），p11-17
2 ．ポテンシャル問題の一般的解法
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第36号 （1992），p１-16
3 ．整式型ポテンシャル問題の一般解
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第37号 （1993），p57-67
4 ．クラインパラドックスと閉じ込め
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第38号 （1994），p１-17
5 ．斥力クーロン場における束縛状態
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第39号 （1995），p１-12
6 ．相 対論的調和振動子ポテンシャル：等しい大きさのスカラーおよびベクトルポテンシャ
ルの場合
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第40号 （1996），p１-13
7 ．中間子の有効質量
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第41号 （1997），p１-17
8 ．πＮ相互作用と反粒子効果
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第42号 （1998），p１-14
9 ．ρ-ω振動模型による核力の荷電対称性の破れ
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第43号 （1999），p１-19
151
10．シュレーディンガー方程式の数値解法
　　　東洋大学紀要 教養課程篇（自然科学） 第44号 （2000），p１-29
11．平均場近似による核物質の性質
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第45号 （2001），p１-27
12．無限大ポテンシャルによる閉じ込め問題
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第46号 （2002），p１-20
13．距離ｒに逆比例するポテンシャルをもつDirac方程式の束縛解
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第47号 （2003），p17-38
14．アイソスピン対称性とカイラル対称性
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第48号 （2004），p19-73
15．荷電対称性の破れをもつカイラルループモデルによる核物質
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第49号 （2005），p13-59
16．高次カイラルループシグマモデルによる核物質の非圧縮率
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第50号 （2006），p17-55
17．シグマ凝縮状態の核物質
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第51号 （2007），p13-54
18．パイ凝縮状態での核物質
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第52号 （2008），p27-59
19．非線形シグマ模型による核物質
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第53号 （2009），p33-51
20．カレント－カレント型有効相互作用
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第54号 （2010），p31-54
21．クォークカラーの分類
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第55号 （2011），p91-114
22．カラー相互作用
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第56号 （2012），p87-109
23．パイオン対凝縮状態の核物質
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第57号 （2013），p139-155
24．SU（3）ベクトル代数とクォーク間有効相互作用
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第58号 （2014），p97-107
25．線形ポテンシャルを持つDirac方程式の束縛解
　　　東洋大学紀要 自然科学篇 第59号 （2015），p97-154
26．相 対論的調和振動子ポテンシャル：反符号で等しい大きさのスカラーおよびベクトル
ポテンシャルの場合












　　　東洋大学 情報科学論集 第26号（1995） p27-53
　　　　杉山憲司 他と共著
2 ．研究討論会 教養教育とは
　　　東洋大学紀要 教養課程篇 第39号（2000） p269-319
　　　　杉山憲司、山口一郎 他と共著
3 ．教養課程解散記念シンポジウム 教養教育の理念を求めて
　　　東洋大学紀要 教養課程篇 第39号別冊（2000） p１-78
　　　　杉山憲司、他と共著
4 ．座談会 東洋大学四キャンパス学生意識調査プロジェクトに参加して
　　　ひろば 第 4 号（2001） p2-33
　　　　池田誠、武藤眞朗、吉野隆と共著
5 ．シラバスとリフレクション・ペーパーのテキストマイニングによる内容分析




　　Backward Elastic P-D Scattering
　　　手塚洋一（筑波大）、山崎正勝（東工大）













1979年 4 月 １ 日　大阪大学（大阪）

















1985年 4 月 １ 日　京都大学（京都）
　　d（γ，π0）dにおける構造函数
　　　手塚洋一、加藤貞幸、宮地孝（東大核研）、森田欣之（広島大）
























1998年 4 月 2 日　東邦大学（千葉）






















3 ） 手塚洋一：NRDFコーディングマニュアル （1995）　荷電粒子核反応データファイル
年次報告94、42-56
4 ） 手塚洋一1996年 3 月　NRDF ANNUAL REPORT 95
　　　　「ＮＲＤＦコーディングマニュアル（ver1.1）」
６．学内役割分担
1997年　自然分野主任
155
1998年　自然分野主任、教養課程委員長補佐
1999年　自然分野主任、教養課程委員長補佐
2004年　自然科学委員会委員長
2006年　一般教養的科目委員会委員長、
　　　　経済学部における教養教育検討委員会座長
2009年　Ⅱ部経済学科主任
2010年　Ⅱ部経済学科主任
2012年　全学入試小委員会委員長
